
JP 2011-76662 A 2011.4.14

10

(57)【要約】
【課題】主たる記録手段に異常が生じて記録ができなく
なった場合に、主たる記録手段による情報の記録動作が
停止している期間の記録すべき情報の喪失を防ぐととも
に、比較的短時間で、主たる記録手段を正常に復帰させ
ることが可能な情報記録装置を提供する。
【解決手段】情報記録再生装置本体２の電源とは別に、
ＨＤＤ３１の専用電源３２を設けて、ＨＤＤ３１を情報
記録再生装置本体２とは独立して起動可能に構成する。
情報記録再生装置１は、ＨＤＤ３１に異常が発生すると
、ＨＤＤ３１による記録動作から不揮発性メモリ２３に
よる記録動作に切換えて、外部のカメラ１１などから入
力される情報を不揮発性メモリ２３に記録する。そして
、不揮発性メモリ２３で情報の記録を継続しながら、Ｃ
ＰＵ２０によってＨＤＤ３１の専用電源３２のスイッチ
ング態様を切換えて、ＨＤＤ３１を再起動する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部から入力される情報を記録可能な情報記録装置であって、
　情報記録装置本体と、
　前記情報記録装置本体とは独立して起動可能に構成され、前記情報を記録する主記録手
段とを備え、
　前記情報記録装置本体は、
　　前記主記録手段の異常を検知する検知手段と、
　　前記検知手段によって、前記主記録手段に異常が発生したことが検知されたとき、前
記情報を記録する補助記録手段と、
　　前記検知手段によって、前記主記録手段に異常が発生したことが検知されると、前記
主記録手段による前記情報の記録動作から前記補助記録手段による前記情報の記録動作に
切換えるとともに、前記主記録手段を再起動する制御手段とを備えることを特徴とする情
報記録装置。
【請求項２】
　前記情報記録装置本体は、前記主記録手段および前記補助記録手段に記録される前記情
報の情報量を調整する情報量調整手段をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の
情報記録装置。
【請求項３】
　前記情報記録装置本体は、通信回線を介して前記情報を外部の記録手段に送信可能な送
信手段をさらに備え、
　前記制御手段は、前記補助記録手段が前記情報を記録できないとき、前記情報を前記外
部の記録手段に送信するように前記送信手段を制御することを特徴とする請求項１または
２に記載の情報記録装置。
【請求項４】
　前記情報記録装置本体は、前記主記録手段に異常が発生したことを表す異常発生情報を
外部に報知する報知手段をさらに備え、
　前記制御手段は、前記検知手段によって、前記主記録手段に異常が発生したことが検知
されると、前記異常発生情報を外部に報知するように前記報知手段を制御することを特徴
とする請求項１～３のいずれか１つに記載の情報記録装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記検知手段によって、前記主記録手段に異常が発生したことが検知
された後、前記異常が解消したことが検知されると、前記補助記録手段による前記情報の
記録動作から前記主記録手段による前記情報の記録動作に切換えるとともに、前記異常が
発生して前記主記録手段による情報の記録動作が停止している期間に前記補助記録手段に
記録された情報を前記主記録手段に記録させることを特徴とする請求項１～４のいずれか
１つに記載の情報記録装置。
【請求項６】
　前記主記録手段は、ハードディスクドライブであることを特徴とする請求項１～５のい
ずれか１つに記載の情報記録装置。
【請求項７】
　前記補助記録手段は、不揮発性メモリであることを特徴とする請求項１～６のいずれか
１つに記載の情報記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外部から入力される映像などの情報を記録可能な情報記録装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　情報記録装置におけるデータのバックアップ処理に関する技術が、たとえば特許文献１
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に開示されている。特許文献１に開示される外部記憶装置は、ホストコンピュータと、履
歴保存用ハードディスクドライブ（Hard Disk Drive；略称：ＨＤＤ）装置と、複数のデ
ータ保存用ＨＤＤ装置とを含んで構成される。この外部記憶装置では、ＦＣＡＬ（Fibre 
Channel Arbitrated Loop）プロトコルのバケツリレー方式のデータ転送を利用して、ホ
ストコンピュータの直下に、データの更新履歴保存専用の履歴保存用ＨＤＤ装置を配置す
る。履歴保存用ＨＤＤ装置は、下流にあるデータ保存用ＨＤＤ装置に送信された全ての書
き込みコマンドおよびデータを監視して、自身の記録媒体に、ホストコンピュータの介在
なしに記録して保存する。外部記憶装置に故障が発生した場合、定期的に取得されていた
バックアップから一旦データを復元した後、履歴保存用ＨＤＤ装置に保存された更新履歴
情報を使用して、故障発生直前のデータを復元する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－３６２１１１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　前述の特許文献１に開示される外部記憶装置では、更新履歴情報を使用して、故障発生
直前のデータを復元するので、比較的高精度にデータを復元することができるが、履歴保
存用ＨＤＤ装置およびデータ保存用ＨＤＤ装置などのＨＤＤを多数必要とする。ＨＤＤは
、不揮発性メモリなどの他の記録媒体に比べて高価であり、また電力消費量が多い。特許
文献１に開示される外部記憶装置のように多数のＨＤＤを設けると、装置が高価になり、
また電力消費量が多くなるという問題がある。
【０００５】
　また記録媒体としてＨＤＤを用いた情報記録装置において、ＨＤＤへの記録動作中に異
常が発生した場合、ＨＤＤの電源および接続を一旦切断して、ＨＤＤを再起動することに
よって正常に復帰することがある。この場合、情報記録装置本体の電源も一旦切断する必
要があるので、情報記録装置全体が正常に復帰するまでに長時間を要するという問題があ
る。
【０００６】
　また監視用途の情報記録装置では、映像データを記録することが第一の目的であるので
、主たる記録媒体の異常時またはその復旧作業のときにも記録動作が継続されるように、
何らかのバックアップ対策を講じることが必要な場合がある。
【０００７】
　前述の特許文献１に開示される外部記憶装置では、ＨＤＤの電源が切断されているとき
に、他の記録媒体でバックアップとしての記録を行うことについては考慮されていないの
で、電源が切断されている間のデータが喪失するという問題がある。
【０００８】
　本発明の目的は、主たる記録手段に異常が生じて記録ができなくなった場合に、主たる
記録手段による情報の記録動作が停止している期間の記録すべき情報の喪失を防ぐととも
に、比較的短時間で、主たる記録手段を正常に復帰させることが可能な情報記録装置を提
供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の情報記録装置は、外部から入力される情報を記録可能な情報記録装置であって
、情報記録装置本体と、前記情報記録装置本体とは独立して起動可能に構成され、前記情
報を記録する主記録手段とを備え、前記情報記録装置本体は、前記主記録手段の異常を検
知する検知手段と、前記検知手段によって、前記主記録手段に異常が発生したことが検知
されたとき、前記情報を記録する補助記録手段と、前記検知手段によって、前記主記録手
段に異常が発生したことが検知されると、前記主記録手段による前記情報の記録動作から
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前記補助記録手段による前記情報の記録動作に切換えるとともに、前記主記録手段を再起
動する制御手段とを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の情報記録装置によれば、情報記録装置本体と主記録手段とを備えて情報記録装
置が構成され、検知手段と補助記録手段と制御手段とを備えて情報記録装置本体が構成さ
れる。主記録手段に異常が発生していないとき、外部から入力された情報は主記録手段に
記録される。主記録手段に異常が発生したことが検知手段によって検知されると、制御手
段によって、主記録手段による情報の記録動作から補助記録手段による情報の記録動作に
切換えられるとともに、主記録手段が再起動される。主記録手段は、補助記録手段を備え
る情報記録装置本体とは独立して起動可能であるので、補助記録手段によって情報の記録
を継続しながら、主記録手段を個別に再起動することができる。したがって、主記録手段
に異常が生じて主記録手段による情報の記録動作が停止している期間の記録すべき情報の
喪失を防ぐとともに、比較的短時間で、主記録手段を正常に復帰させることが可能である
。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の第１の実施の形態である情報記録再生装置１の構成を示すブロック図で
ある。
【図２】本発明の第１の実施の形態の情報記録再生装置１におけるデータの記録処理に関
するＣＰＵ２０の処理手順を示すフローチャートである。
【図３】本発明の第１の実施の形態の情報記録再生装置１におけるデータの記録処理に関
するＣＰＵ２０の処理手順を示すフローチャートである。
【図４】本発明の第２の実施の形態の情報記録再生装置におけるデータの記録処理に関す
るＣＰＵ２０の処理手順を示すフローチャートである。
【図５】本発明の第２の実施の形態の情報記録再生装置におけるデータの記録処理に関す
るＣＰＵ２０の処理手順を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　＜第１の実施の形態＞
　図１は、本発明の第１の実施の形態である情報記録再生装置１の構成を示すブロック図
である。情報記録再生装置１は、入力された情報を記録可能に、かつ記録した情報を再生
可能に構成される。したがって情報記録再生装置１は、入力された情報を記録可能な情報
記録装置としての機能を有する。本実施の形態の情報記録再生装置１は、監視用途に用い
られる。情報記録再生装置１は、情報記録再生装置本体２および主記録装置３を備えて構
成される。情報記録再生装置本体２は、情報記録装置本体に相当する。
【００１３】
　情報記録再生装置本体２は、入力端子１２、ビデオデコーダ１３、マルチプレクサ１４
、出力インターフェース１５、ビデオエンコーダ１６、出力端子１７、圧縮器１８、伸張
器１９、中央演算処理装置（Central Processing Unit；略称：ＣＰＵ）２０、メモリ２
１、記録媒体インターフェース２２、不揮発性メモリ２３、外部インターフェース２４お
よび通信インターフェース２５を備える。主記録装置３は、ハードディスクドライブ（Ha
rd Disk Drive；略称：ＨＤＤ）３１および専用電源３２を備える。情報記録再生装置本
体２の記録媒体インターフェース２２は、主記録装置３のＨＤＤ３１と接続されている。
【００１４】
　情報記録再生装置１には、入力端子１２を介して、外部から情報（以下「データ」とい
う場合がある）が入力される。本実施の形態では、入力端子１２には、カメラ１１が接続
される。カメラ１１は、撮影した映像（以下「カメラ映像」という場合がある）を表すデ
ータとして、アナログの映像信号を出力する。カメラ１１から出力された映像信号は、入
力端子１２を介してビデオデコーダ１３に与えられる。
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【００１５】
　ビデオデコーダ１３は、入力端子１２を介してカメラ１１から与えられた映像信号をデ
ジタル映像信号に変換し、マルチプレクサ１４に与える。マルチプレクサ１４は、ビデオ
デコーダ１３から与えられたデジタル映像信号の画素サイズを必要に応じて変更する。マ
ルチプレクサ１４は、ビデオデコーダ１３から与えられたデジタル映像信号を記録する場
合は、そのデジタル映像信号の画素サイズを、予め設定された画素サイズに変更し、変更
後のデジタル映像信号を圧縮器１８に与える。マルチプレクサ１４は、ビデオデコーダ１
３から与えられたデジタル映像信号をそのまま出力する場合は、画素サイズを変更せずに
、ビデオデコーダ１３から与えられたデジタル映像信号をそのまま出力インターフェース
１５に与える。
【００１６】
　圧縮器１８は、マルチプレクサ１４から与えられた情報、具体的にはデジタル映像信号
の情報量を調整して、メモリ２１に与える。さらに具体的には、圧縮器１８は、マルチプ
レクサ１４から与えられたデジタル映像信号を圧縮して、予め設定された画像圧縮率に変
換し、メモリ２１に与える。マルチプレクサ１４および圧縮器１８は、情報量調整手段に
相当する。メモリ２１は、圧縮器１８から与えられた圧縮後のデジタル映像信号を一時的
に記憶する。メモリ２１に一時的に記憶されたデジタル映像信号は、記録媒体インターフ
ェース２２を介して主記録装置３のＨＤＤ３１に与えられる。
【００１７】
　ＨＤＤ３１は、記録媒体インターフェース２２を介して与えられた情報、具体的にはデ
ジタル映像信号を記録する。ＨＤＤ３１は、主として情報が記録される記録媒体（以下「
主記録媒体」という場合がある）であり、主記録手段に相当する。ＨＤＤ３１は、専用電
源３２と接続されている。専用電源３２は、情報記録再生装置本体２のＣＰＵ２０と接続
されている。専用電源３２は、ＣＰＵ２０から与えられる所定の制御信号に基づいて、ス
イッチング態様が変化する。
【００１８】
　専用電源３２は、ＣＰＵ２０から、ＨＤＤ３１に電力を供給することを表す制御信号（
以下「オン信号」という）が与えられると、スイッチング態様がオン（ＯＮ）状態となる
。専用電源３２は、スイッチング態様がオン（ＯＮ）状態にされると、ＨＤＤ３１に電力
を供給する。また専用電源３２は、ＣＰＵ２０から、ＨＤＤ３１への電力の供給を停止す
ることを表す制御信号（以下「オフ信号」という）が与えられると、スイッチング態様が
オフ（ＯＦＦ）状態となる。専用電源３２は、スイッチング態様がオフ（ＯＦＦ）状態に
されると、ＨＤＤ３１への電力の供給を停止する。このようにＨＤＤ３１は、情報記録再
生装置本体２の電源とは別に設けられる専用電源３２から電力の供給を受ける。したがっ
てＨＤＤ３１は、情報記録再生装置本体２とは独立して起動可能である。
【００１９】
　ＨＤＤ３１に記録されたデジタル映像信号に基づく映像を再生するときには、ＨＤＤ３
１に記録されたデジタル映像信号は、記録媒体インターフェース２２を介してメモリ２１
に与えられ、一時的に記憶される。その後、メモリ２１に一時的に記憶されたデジタル映
像信号は、伸張器１９に与えられる。伸張器１９は、メモリ２１から与えられたデジタル
映像信号を、マルチプレクサ１４によって変換される前の画素サイズおよび圧縮器１８に
よって圧縮される前の画像圧縮率のデジタル映像信号に伸張し、出力インターフェース１
５に与える。
【００２０】
　出力インターフェース１５は、マルチプレクサ１４または伸張器１９から与えられたデ
ジタル映像信号をビデオエンコーダ１６に与える。ビデオエンコーダ１６は、出力インタ
ーフェース１５から与えられたデジタル映像信号を元の映像信号であるアナログ映像信号
に復元する。ビデオエンコーダ１６によって復元された映像信号は、出力端子１７から出
力される。出力端子１７から出力された映像信号は、たとえば、出力端子１７に接続され
る液晶ディスプレイなどの表示装置に与えられ、映像信号に基づく映像が表示装置によっ
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て表示される。
【００２１】
　ＣＰＵ２０は、情報記録再生装置本体２を構成するビデオデコーダ１３、マルチプレク
サ１４、出力インターフェース１５、ビデオエンコーダ１６、圧縮器１８、伸張器１９、
メモリ２１、記録媒体インターフェース２２、外部インターフェース２４および通信イン
ターフェース２５と、主記録装置３を構成する専用電源３２とを含むハードウェア資源に
接続されている。ＣＰＵ２０は、予め不揮発性メモリ２３に記憶された制御プログラムに
従って、ＣＰＵ２０に接続されている前述のハードウェア資源を統括的に制御する。具体
的には、ＣＰＵ２０は、情報記録再生装置１の一連の処理、たとえば入力端子１２から入
力された映像信号などの情報を記録する処理、およびＨＤＤ３１などの記録媒体に記録さ
れた映像信号などの情報を再生する処理を制御する。またＣＰＵ２０は、ＨＤＤ３１の状
態が正常であるか否かを判断することによって、ＨＤＤ３１の異常を検知する。ＣＰＵ２
０は、検知手段および制御手段に相当する。
【００２２】
　不揮発性メモリ２３は、前述の制御プログラムを記憶する。また不揮発性メモリ２３は
、たとえば、ＨＤＤ３１に異常が発生して、入力端子１２を介してカメラ１１から与えら
れた映像信号などの情報をＨＤＤ３１に記録することができないなどの不具合が生じたと
きに、記録媒体インターフェース２２を介して与えられる映像信号を記録する。不揮発性
メモリ２３は、ＨＤＤ３１に情報が記録できない場合に補助的に情報が記録される記録媒
体であり、補助記録手段に相当する。不揮発性メモリ２３は、フラッシュメモリによって
構成される。不揮発性メモリ２３は、情報記録再生装置本体２に固定して設けられる。
【００２３】
　外部インターフェース２４には、情報記録再生装置本体２に情報を入力するための入力
手段として機能するマウスおよびリモートコントローラ（略称：リモコン）が接続される
。ユーザインターフェースとしては、グラフィカルユーザインターフェース（Graphical 
User Interface；略称：ＧＵＩ）が用いられる。ＧＵＩでは、情報の記録および再生の処
理を実行するために、外部インターフェース２４を介して入力された情報に基づいて、設
定メニューなどの画面表示情報を生成し、生成した画面表示情報をビデオエンコーダ１６
に与えることによって、画面表示情報を映像信号に重畳させて出力端子１７から出力する
。
【００２４】
　通信インターフェース２５には、不図示の通信回線、たとえばローカルエリアネットワ
ーク（Local Area Network；略称：ＬＡＮ）が接続されており、ＬＡＮを介したデータ通
信を行うことが可能である。たとえばＨＤＤ３１に異常が発生した場合、通信インターフ
ェース２５を介して、ＬＡＮで接続される外部の監視センタに備えられる通信装置（以下
「監視センタ用通信装置」という）などに、ＨＤＤ３１に異常が発生したことを表す異常
発生情報（以下「エラー情報」という場合がある）を報知することができる。監視センタ
は、たとえば情報記録再生装置１の設置場所から離れた場所に設けられる。監視センタの
設置場所は、情報記録再生装置１の設置場所から遠く離れた遠隔地でもよいし、情報記録
再生装置１の設置場所と同じビル内などの比較的近い場所であってもよい。通信インター
フェース２５は、送信手段および報知手段に相当する。
【００２５】
　図２および図３は、本発明の第１の実施の形態の情報記録再生装置１におけるデータの
記録処理に関するＣＰＵ２０の処理手順を示すフローチャートである。図２および図３に
示すフローチャートの処理は、利用者によって情報記録再生装置１の電源が投入、すなわ
ちオンされ、情報記録再生装置１に電力が供給されると開始され、ステップａ１に移行す
る。情報記録再生装置１に電力が供給されると、ＣＰＵ２０によって主記録装置３の専用
電源３２にオン信号が与えられ、専用電源３２からＨＤＤ３１への電力の供給が開始され
、ＨＤＤ３１が起動する。
【００２６】
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　ステップａ１では、ＣＰＵ２０は、入力端子１２から入力されるデータを、ＨＤＤ用に
予め設定された画素サイズおよび画像圧縮率でＨＤＤ３１に記録させて、ステップａ２に
移行する。本実施の形態では、データとして、カメラ映像のデジタル映像信号が記録され
る。具体的には、ＣＰＵ２０は、マルチプレクサ１４によって、デジタル映像信号のデー
タサイズ、具体的には画素サイズを、ＨＤＤ用に予め設定された画素サイズに変換させる
。またＣＰＵ２０は、圧縮器１８によってデジタル映像信号を圧縮させて、デジタル映像
信号の画像圧縮率を、ＨＤＤ用に予め設定された画像圧縮率に変換させる。そして、ＣＰ
Ｕ２０は、メモリ２１に記憶された変換後のデジタル映像信号を、記録媒体インターフェ
ース２２を介してＨＤＤ３１に与えて記録させる。
【００２７】
　ステップａ２では、ＣＰＵ２０は、ＨＤＤ３１の状態が正常であるか否かを判断する。
ＣＰＵ２０は、ＨＤＤ３１の状態を確認するための確認信号をＨＤＤ３１に与え、その確
認信号に対するＨＤＤ３１からの応答の有無および種類に基づいて、ＨＤＤ３１の状態が
正常であるか否かを判断する。ＣＰＵ２０は、ＨＤＤ３１から確認信号に対する応答を受
取り、かつ、その応答が、エラーが発生していることを表すエラー応答でない場合、ＨＤ
Ｄ３１の状態が正常であると判断する。ＣＰＵ２０は、ＨＤＤ３１から確認信号に対する
応答が受取れない場合、およびＨＤＤ３１から受取った応答がエラー応答である場合、Ｈ
ＤＤ３１の状態が正常ではないと判断する。ステップａ２において、ＨＤＤ３１の状態が
正常であると判断した場合は、ステップａ３に移行し、ＨＤＤ３１の状態が正常ではない
、つまり異常であると判断した場合は、ステップａ４に移行する。
【００２８】
　ステップａ３では、ＣＰＵ２０は、ＨＤＤ３１に記録すべきデータがメモリ２１に残っ
ているか否かに基づいて、データの記録動作を終了するか否かを判断する。ＣＰＵ２０は
、ＨＤＤ３１に記録すべきデータがメモリ２１に残っている場合は、データの記録動作を
終了しないと判断し、ＨＤＤ３１に記録すべきデータがメモリ２１に残っていない場合は
、データの記録動作を終了すると判断する。ステップａ３において、データの記録動作を
終了すると判断した場合は、全ての処理手順を終了する。ステップａ３において、データ
の記録動作を終了しない、すなわち記録動作を継続すると判断した場合は、ステップａ１
に戻る。
【００２９】
　ステップａ４では、ＣＰＵ２０は、主記録装置３のＨＤＤ３１から、ＨＤＤ３１に異常
が発生したことを表す異常発生情報として、エラー応答を受取ったか否かを判断する。エ
ラー応答には、たとえばエラーの内容が含まれる。ステップａ４において、ＨＤＤ３１か
らエラー応答を受取ったと判断した場合は、ステップａ５に移行し、ＨＤＤ３１からエラ
ー応答を受取っていないと判断した場合は、ステップａ６に移行する。
【００３０】
　ステップａ５では、ＣＰＵ２０は、受取ったエラー応答に関するログデータをメモリ２
１に記憶させる。ログデータとしては、たとえばエラー応答を受取った日時およびエラー
応答に含まれるエラーの内容などが記憶される。ステップａ５の処理の終了後は、ステッ
プａ１に戻る。
【００３１】
　ステップａ６では、ＣＰＵ２０は、データを記録させる記録媒体を、ＨＤＤ３１から不
揮発性メモリ２３に切換える。より詳細には、ＣＰＵ２０は、記録媒体インターフェース
２２に対して、与えられたデータの出力先をＨＤＤ３１から不揮発性メモリ２３に切換え
るように指示する。記録媒体が不揮発性メモリ２３に切換えられると、ステップａ７に移
行する。
【００３２】
　ステップａ７では、ＣＰＵ２０は、不揮発性メモリ２３にデータを記録させる。不揮発
性メモリ２３は、ＨＤＤ３１よりも記録容量が比較的小さいので、ＣＰＵ２０は、マルチ
プレクサ１４および圧縮器１８によって、記録すべきデータの情報量であるデータ量を、
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ＨＤＤ用に予め設定された値よりも小さく変更した上で、不揮発性メモリ２３にデータを
記録させる。本実施の形態では、ＣＰＵ２０は、記録すべきデータである映像信号を、画
素サイズが、ＨＤＤ用に予め設定された画素サイズよりも小さくなり、かつ画像圧縮率が
、ＨＤＤ用に予め設定された画像圧縮率よりも高くなるように変更した上で、不揮発性メ
モリ２３に記録させる。不揮発性メモリ２３にデータが記録されると、ステップａ８に移
行する。
【００３３】
　ステップａ８では、ＣＰＵ２０は、ＨＤＤ３１を再起動させる。より詳細には、ＣＰＵ
２０は、まず主記録装置３の専用電源３２にオフ信号を与える。専用電源３２は、ＣＰＵ
２０から与えられるオフ信号に基づいて、ＨＤＤ３１への電力の供給を停止する。次いで
ＣＰＵ２０は、主記録装置３の専用電源３２にオン信号を与える。専用電源３２は、ＣＰ
Ｕ２０から与えられるオン信号に基づいて、ＨＤＤ３１に電力を供給する。これによって
、ＨＤＤ３１が再起動される。ＨＤＤ３１が再起動すると、図３のステップａ９に移行す
る。
【００３４】
　図３のステップａ９では、ＣＰＵ２０は、ステップａ２と同様にして、ＨＤＤ３１の状
態が正常であるか否かを判断する。ステップａ９において、ＨＤＤ３１の状態が正常であ
ると判断した場合は、ステップａ１０に移行し、ＨＤＤ３１の状態が正常ではない、つま
り異常であると判断した場合は、ステップａ１３に移行する。
【００３５】
　ステップａ１０では、ＣＰＵ２０は、データを記録させる記録媒体を、不揮発性メモリ
２３からＨＤＤ３１に切換える。より詳細には、ＣＰＵ２０は、記録媒体インターフェー
ス２２に対して、与えられたデータの出力先を不揮発性メモリ２３からＨＤＤ３１に切換
えるように指示する。ステップａ１０において記録媒体がＨＤＤ３１に切換えられると、
ステップａ１１に移行する。
【００３６】
　ステップａ１１では、ＣＰＵ２０は、ＨＤＤ３１が再起動されたことを表す情報（以下
「再起動情報」という）を、通信インターフェース２５を介して、ＬＡＮで接続されてい
る監視センタ用通信装置に送信する。再起動情報が送信されると、ステップａ１２に移行
する。
【００３７】
　ステップａ１２では、ＣＰＵ２０は、ＨＤＤ３１の再起動に関するログデータをメモリ
２１に記憶させる。ログデータとしては、たとえば再起動情報およびその再起動情報が監
視センタ用通信装置に送信された日時などが記憶される。ステップａ１２の処理の終了後
は、ステップａ３に戻る。ステップａ１２からステップａ３に戻って、データの記録動作
を終了しないと判断されてステップａ１に戻った場合、ステップａ１において、ＣＰＵ２
０は、ステップａ７で変更された画素サイズおよび画像圧縮率をそれぞれ、ＨＤＤ用に予
め設定された画素サイズおよび画像圧縮率に戻して、データをＨＤＤ３１に記録させる。
【００３８】
　ステップａ９からステップａ１３に移行した場合、ステップａ１３では、ＣＰＵ２０は
、異常発生情報として、データを記録させる記録媒体をＨＤＤ３１から不揮発性メモリ２
３に切換えたことを表す切換情報を、通信インターフェース２５を介して、監視センタ用
通信装置に送信する。切換情報を送信すると、ステップａ１４に移行する。
【００３９】
　監視センタ用通信装置は、情報記録再生装置１から送信された異常発生情報、具体的に
は切換情報を受信すると、異常発生情報を受信したことを表す受信情報を、たとえば表示
手段に表示して、監視センタの保守員に報知する。これを受けて、監視センタの保守員は
、ＨＤＤ３１に異常が発生している情報記録再生装置１が設けられている場所に出向き、
情報記録再生装置１のうち、異常が発生したＨＤＤ３１のみを取り外して、正常な、すな
わち記録動作が可能なＨＤＤ３１に取換える。
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【００４０】
　そして保守員は、ＨＤＤ３１に対してデータの記録動作を実行する運用に修復させる作
業を行う。このとき、保守員は、メモリ２１に記録されたログデータを確認し、ＨＤＤ３
１に異常が発生してから正常なＨＤＤ３１に取換えられるまでの間に不揮発性メモリ２３
に画像データとして映像信号が記録されているか否かを判断する。保守員は、元のＨＤＤ
３１に異常が発生してから正常なＨＤＤ３１に取換えられるまでの間に画像データが記録
されている場合には、その間の画像データを不揮発性メモリ２３から取出すことができる
。
【００４１】
　ステップａ１４では、ＣＰＵ２０は、ステップａ３と同様にして、データの記録動作を
終了するか否かを判断する。ステップａ１４において、データの記録動作を終了すると判
断した場合は、全ての処理手順を終了する。ステップａ１４において、データの記録動作
を終了しない、すなわち記録動作を継続すると判断した場合は、ステップａ１５に移行す
る。
【００４２】
　ステップａ１５では、ＣＰＵ２０は、ステップａ７と同様にして、不揮発性メモリ２３
にデータを記録させる。具体的に述べると、ＣＰＵ２０は、記録すべきデータである映像
信号の画素サイズおよび画像圧縮率をそれぞれ、ＨＤＤ用に予め設定された画素サイズよ
りも小さく、かつＨＤＤ用に予め設定された画像圧縮率よりも高くなるように変更した上
で、不揮発性メモリ２３にデータを記録させる。不揮発性メモリ２３にデータが記録され
ると、ステップａ８に戻る。
【００４３】
　以上のように本実施の形態の情報記録再生装置１によれば、図２のステップａ２におい
て、ＨＤＤ３１に異常が発生したことがＣＰＵ２０によって検知されると、ステップａ６
において、記録媒体がＨＤＤ３１から不揮発性メモリ２３に切換えられる。これによって
、外部から入力されるデータの記録動作が、ＨＤＤ３１による記録動作から、不揮発性メ
モリ２３による記録動作に切換えられる。そして、ステップａ８において、ＨＤＤ３１が
再起動される。
【００４４】
　ＨＤＤ３１は１回の再起動にて復帰した場合でもデータの喪失が発生するが、その再起
動によって復帰するまでの間であっても、本実施の形態では、不揮発性メモリ２３がデー
タを記録するので、データの喪失は生じない。これは、情報記録再生装置本体２とＨＤＤ
３１とを、電源を含めてシステムとして別体構造としたこと、すなわちＨＤＤ３１および
その電源である専用電源３２と、情報記録再生装置本体２およびその電源とを別体構造と
したことで実現されたものである。
【００４５】
　つまり本実施の形態では、ＨＤＤ３１の専用電源３２は、情報記録再生装置本体２とは
別体構造であり、かつ、ＣＰＵ２０から制御可能であるので、図２のステップａ８では、
不揮発性メモリ２３を備える情報記録再生装置本体２とは独立して起動可能である。これ
によって、不揮発性メモリ２３によって情報の記録を継続しながら、ＨＤＤ３１を個別に
再起動することができる。したがって、ＨＤＤ３１に異常が生じてＨＤＤ３１による情報
の記録動作が停止している期間の記録すべき情報の喪失を防ぐとともに、比較的短時間で
、主記録手段であるＨＤＤ３１を正常に復帰させることが可能である。
【００４６】
　また本実施の形態では、図２のステップａ７または図３のステップａ１５において、外
部のカメラ１１から入力された映像信号を不揮発性メモリ２３に記録するときには、マル
チプレクサ１４および圧縮器１８によって、記録すべき映像信号のデータ量が調整される
。具体的には、記録すべき映像信号の画素サイズおよび画像圧縮率が、不揮発性メモリ２
３に応じた画素サイズおよび画像圧縮率に変更される。画素サイズおよび画像圧縮率とし
ては、ＨＤＤ３１に異常が発生してから、保守員が駆けつけてＨＤＤ３１が修復されるま
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での最大時間を想定し、その間のデータロスを不揮発性メモリ２３の容量分でバックアッ
プできるように、不揮発性メモリ２３の記録容量を考慮した画素サイズおよび画像圧縮率
が設定される。
【００４７】
　このようにＨＤＤ３１と不揮発性メモリ２３とで、記録させるデータのデータ量を変更
することによって、不揮発性メモリ２３の記録容量を節約することができる。つまり、本
実施の形態では、不揮発性メモリ２３の記録容量に応じた情報量で、不揮発性メモリ２３
に映像信号を記録することができるので、不揮発性メモリ２３の残量が不足して記録でき
なくなってしまうことを可及的に回避することができる。したがって、ＨＤＤ３１による
記録ができない場合に、不揮発性メモリ２３による記録を、より確実に実現することがで
きる。
【００４８】
　また本実施の形態の情報記録再生装置１は、主記録手段としてＨＤＤ３１を備える。Ｈ
ＤＤは、不揮発性メモリに比べて、記録容量が大きい。したがって本実施の形態のように
主記録手段としてＨＤＤ３１を用いることによって、不揮発性メモリなどを用いる場合に
比べて、より大きいデータ量のデータを記録することが可能であるので、比較的データ量
が大きい高品質の映像を記録することが可能である。
【００４９】
　また本実施の形態の情報記録再生装置１は、補助記録手段として不揮発性メモリ２３を
備える。不揮発性メモリは、ＨＤＤに比べて安価であり、また電力消費量が少ない。した
がって本実施の形態のように補助記録手段として不揮発性メモリ２３を備えることによっ
て、主記録手段であるＨＤＤ３１による記録ができない場合に、補助記録手段による記録
を、安価に、かつ可及的に低い電力消費量で実現することができる。
【００５０】
　また本実施の形態の情報記録再生装置１では、図３のステップａ１５において、不揮発
性メモリ２３へのデータの記録を実行しているときであっても、ステップａ９において、
定期的にＨＤＤ３１の状態を監視している。これによって、ＨＤＤ３１が一過性の異常状
態から復帰して記録動作が可能になった場合には、図２のステップａ１に戻って、予め設
定された画素サイズおよび画像圧縮率で、ＨＤＤ３１へのデータの記録動作を再開するこ
とができる。
【００５１】
　また図３に示すフローチャートのステップａ１３では、ＨＤＤ３１に異常が発生したこ
とを表す異常発生情報の一つとして、記録媒体をＨＤＤ３１から不揮発性メモリ２３に切
換えたことを表す切換情報を、通信インターフェース２５を介して監視センタ用通信装置
に送信している。これによって、監視センタの保守員に対して修復作業を行うように促す
ことができるので、ＨＤＤ３１による記録動作を早期に再開させることが可能である。
【００５２】
　不揮発性メモリ２３へのデータの記録動作が継続している状態で、監視センタから保守
員が来ない場合、不揮発性メモリ２３の記録容量の残量が無くなり、データの記録動作を
継続できなくなることが考えられる。この場合、図３のステップａ１３の監視センタへの
切換情報の送信が繰返し行われることになるので、切換情報の送信が繰返し行われる場合
には、ステップａ１５において、不揮発性メモリ２３の記録容量の残量値に応じて、さら
にデータ量を小さくして不揮発性メモリ２３に記録するなどの対応をとる。具体的には、
不揮発性メモリ２３の記録容量の残量値に応じて、マルチプレクサ１４によって画素サイ
ズをさらに小さくするとともに、圧縮器１８によって画像圧縮率をさらに高くするなどの
対応をとる。
【００５３】
　＜第２の実施の形態＞
　次に本発明の第２の実施の形態である情報記録再生装置について説明する。本実施の形
態の情報記録再生装置のハードウェア構成は、前述の第１の実施の形態の情報記録再生装
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置１のハードウェア構成と同一であるので、図示および第１の実施の形態と共通する説明
を省略する。
【００５４】
　図４および図５は、本発明の第２の実施の形態の情報記録再生装置におけるデータの記
録処理に関するＣＰＵ２０の処理手順を示すフローチャートである。図４および図５に示
すフローチャートの処理は、利用者によって情報記録再生装置の電源が投入、すなわちオ
ンされ、情報記録再生装置に電力が供給されると開始され、ステップｂ１に移行する。
【００５５】
　図４に示すフローチャートのステップｂ１～ステップｂ８の各処理は、図２に示すフロ
ーチャートのステップａ１～ステップａ８の各処理と同様であるので、説明を省略する。
また図５に示すフローチャートのステップｂ９～ｂ１０、ステップｂ１２～ステップｂ１
６の各処理は、図３に示すフローチャートのステップａ９～ステップａ１５の各処理と同
様であるので、説明を省略する。
【００５６】
　本実施の形態では、ステップｂ１０において、記録媒体がＨＤＤ３１に切換えられると
、ステップｂ１１に移行する。ステップｂ１１では、ＣＰＵ２０は、不揮発性メモリ２３
からＨＤＤ３１へデータをコピーさせる。より詳細には、ＣＰＵ２０は、ＨＤＤ３１に異
常が発生してデータの記録動作が停止している期間に、不揮発性メモリ２３に記録された
データを、ＨＤＤ３１にコピーして記録させる。不揮発性メモリ２３からＨＤＤ３１にデ
ータをコピーさせると、ステップｂ１２に移行する。
【００５７】
　このように本実施の形態では、不揮発性メモリ２３に一旦、バックアップとしてデータ
の記録が行われた後に、ＨＤＤ３１が正常動作に復帰した場合、ＣＰＵ２０は、記録媒体
インターフェース２２を介して、不揮発性メモリ２３に記録されたデータをＨＤＤ３１に
書き戻す動作を行う。このとき、ＨＤＤ３１内の記録データを時系列的に連続するように
書き戻す。この動作によって、ＨＤＤ３１に異常が発生してデータの記録動作が停止して
いる期間でも、記録されるべきデータを失うことなく、連続してデータをＨＤＤ３１に記
録することが可能となる。
【００５８】
　以上に述べた第１および第２の実施の形態は、本発明の例示に過ぎず、本発明の範囲内
において構成を変更することができる。たとえば、記録すべきデータの画素サイズおよび
画像圧縮率は、不揮発性メモリ２３にデータを記録するときの値として予め設定される値
に固定されていなくてもよく、記録するときの不揮発性メモリ２３の記録容量の残量に応
じて調整されてもよい。
【００５９】
　また第１および第２の実施の形態では、情報記録再生装置本体２の通信インターフェー
ス２５には、外部のバックアップデバイスが接続されていてもよい。外部のバックアップ
デバイスを接続することによって、不揮発性メモリ２３に異常が発生した場合および記録
容量の残量が無くなった場合のように、不揮発性メモリ２３への記録が不可能になった場
合に、通信インターフェース２５を介して、情報記録再生装置１の外部のバックアップデ
バイスにデータを送信して記録させることができる。これによって、ＨＤＤ３１および不
揮発性メモリ２３のいずれの記録手段でもデータの記録ができない場合であっても、バッ
クアップデバイスにデータを記録することができる。したがって、情報記録再生装置１は
必要最小限の構成で、充分なバックアップ機能を実現することができる。
【００６０】
　バックアップデバイスとしては、バックアップとしての記録動作が実行可能な記録媒体
であればよく、たとえばＨＤＤによって構成されてもよいし、ＤＶＤ－ＲＯＭ（Digital 
Versatile Disk-Read Only Memory）、ＤＶＤ－Ｒ（Digital Versatile Disk-Recordable
）、ＤＶＤ－ＲＷ（Digital Versatile Disk-ReWritable）、ＢＤ（Blu-ray Disc）、Ｈ
Ｄ－ＤＶＤ（High Definition-Digital Versatile Disk）などの光記録媒体によって構成



(12) JP 2011-76662 A 2011.4.14

10

20

30

されてもよい。
【００６１】
　また前述の第１および第２の実施の形態では、不揮発性メモリ２３は、情報記録再生装
置本体２に固定して設けられているが、本発明の他の実施の形態では、取外し可能に設け
られてもよい。
【００６２】
　不揮発性メモリ２３が情報記録再生装置本体２に固定して設けられる場合、情報記録再
生装置本体２の構成を簡略化することができる。したがって、前述のようにＨＤＤ３１に
異常が発生した場合の情報の喪失を防ぎ、かつ比較的短時間でＨＤＤ３１を正常に復帰さ
せることのできる情報記録再生装置１を、安価に実現することができる。
【００６３】
　不揮発性メモリ２３が情報記録再生装置本体２から取外し可能に設けられる場合、ＨＤ
Ｄ３１に異常が発生してから正常なＨＤＤ３１に取換えられるまでの間に不揮発性メモリ
２３に記録されたデータを容易に外部に取出すことができる。したがって、監視センタの
保守員は、ＨＤＤ３１に異常が発生してから正常なＨＤＤ３１に取換えられるまでの間に
不揮発性メモリ２３に記録されたデータを容易に収集することができる。また、データが
記録された不揮発性メモリ２３を、新しい不揮発性メモリ２３と取換えることによって、
ＨＤＤ３１による記録動作を早期に再開させることが可能である。
【００６４】
　また前述の第１および第２の実施の形態では、主記録手段である主記録媒体は、ＨＤＤ
３１によって構成されているが、これに限定されず、ＨＤＤ以外の他の記録媒体によって
構成されてもよい。また補助記録手段である不揮発性メモリ２３は、フラッシュメモリに
よって構成されているが、ＨＤＤ３１へのデータの記録動作ができないときに、いわゆる
バックアップとしての記録動作が実行可能な記録媒体であればよく、たとえばＥＥＰＲＯ
Ｍ（Electrically Erasable Programmable Read-Only Memory）によって構成されてもよ
い。
【００６５】
　また前述の第１および第２の実施の形態の情報記録再生装置１は、監視用途に用いられ
るが、これに限定されず、他の用途に用いられてもよい。
【符号の説明】
【００６６】
　１　情報記録再生装置、２　情報記録再生装置本体、３　主記録装置、１１　カメラ、
１２　入力端子、１３　ビデオデコーダ、１４　マルチプレクサ、１５　出力インターフ
ェース、１６　ビデオエンコーダ、１７　出力端子、１８　圧縮器、１９　伸張器、２０
　ＣＰＵ、２１　メモリ、２２　記録媒体インターフェース、２３　不揮発性メモリ、２
４　外部インターフェース、２５　通信インターフェース、３１　ＨＤＤ、３２　専用電
源。
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